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学校だより 

学校教育目標：豊かなかかわりの中で「生きる力」を身につけます 

中山小学校は創立131年目を迎えました 

”夢をかたちにこころひとつに大好き中山っ子”  

 

副校長 中西 俊夫 

        子どもの可能性 

【 １ 】 

新型コロナウイルスがようやく収まってきて行動制限が解除され、今年のゴールデンウイーク

は観光地が賑わいを取り戻したそうです。皆さんもお出かけを楽しまれたことでしょう。私は横

浜スタジアムに野球観戦に行きました。小学生の頃からのベイスターズ（昔はホエールズ）ファ

ンで、毎年観戦に行っていますが、勝率が異常に低いです。この試合も序盤から失点を重ね、今

日もだめかと思っていたのですが、中盤に追いつき、最後は宮﨑選手のサヨナラホームランで歓

喜しました。 

 

 今年はＷＢＣの優勝で野球人気が高まっています。侍ジャパンを引っ張り優勝に導いた大谷選

手について連日報道されています。保護者の皆さんも、どうしたらあんな子に育てることができ

るのだろうと一度は考えたことがあるのではないでしょうか。 

私には娘が一人います。小さい頃から、争い事を好まず、のんびりしている子でした。保育園

の運動会でも、ダンスは得意でしたが、競技では平均台から落ちないように慎重に半歩ずつ進む

ような競争心がない子でした。年長のときの運動会のリレーで、初めて娘が相手に勝とうと一生

懸命に走っている姿を見たときには驚きました。 

そんな娘が小学校に入学し初めての運動会で、自分がリレーの選手に選ばれたと言うのです。

そんなことがあるわけがないと私も妻も思いました。他の子が選ばれたのを自分のことと勘違い

しているに違いないと。ところが本当だったのです。実は運動能力が高い子だったのに、両親は

全く気がついていませんでした。 

中学校に入ると、ラクロス部に入部しました。サッカーやソフトボールの方がいいのにと内心

思っていましたが、応援に行くうちに私もすっかりファンになりました。高校では全国大会準優

勝、優秀選手賞受賞と輝かしい成績を残しました。U19日本代表候補にも選出され、大学生に混

じって活動しました。残念ながら最終選考で落選し、世界選手権出場は叶わなかったのですが、

日の丸の付いたユニホームを着ている娘の写真は私の宝物です。大学でも関東１部リーグに昇格

したり、４年時には主将を務めたりしました。ラクロスを通して、多くの仲間と出会い、喜びも

苦しみも味わいながらやり続けた経験は娘にとって大きな人生の財産になったことでしょう。 

ラクロスというマイナーなスポーツだったから、このような活躍ができたのだと思います。小

さい頃からピアノやテニス、スイミングなども習わせましたが、どれも今一つでした。勉強も自

分からやるような子ではありませんでした。そんな子がラクロスと出会って才能が開花しまし

た。スポーツに限らず、何がその子に合っているかは、なかなか分かりません。子どもの興味・

関心を大切にしながら可能性を広げて伸ばしていくこと、子どもの頑張りを応援していくこと

が、親のできることだと思います。 

 

さて、好調ベイスターズは果たして今年２５年ぶりの優勝をすることができるでしょうか。学

校地域コーディネーターの磯貝さんの娘さんは、かつてDeNAベイスターズのチアリーダー

dianaのメンバーだったそうです。かっこいいですね。そして今でもダンス関係のお仕事をな

さっているそうです。子どもが自分の好きなことを見つけて、それに打ち込む姿を周囲の大人は

応援していきたいものです。 


